
１１

第３回あいずみファミリースポーツフェスティバルのジャンケン大会
（関連記事７ページ）

乳幼児等医療費助成制度が変わりました…………………………P２

高齢者のためのインフルエンザ予防接種…………………………P３

平成２２年度 幼稚園入園児募集……………………………………P４

学校支援ボランティアの募集………………………………………P５

守れ人権 許すな差別………………………………………………P１１

情報NOW ………………………………………………………P１２～１６

今月の主な記事
住 民 の 動 き

平成２１年１０月末現在（ ）内は前月比

１５歳未満 ５，３７５人（－６）

６５歳以上 ５，３５７人（＋２３）

平均年齢 ４０．７８歳

人 口 ３３，１６７人（－２１）

男 １５，９６０人（－１２）

女 １７，２０７人（－９）

世帯数 １２，０７１戸（＋６）

平成２１年１１月１５日 発行
編集・発行

〒７７１‐１２９２
徳島県藍住町企画政策課
Tel.０８８‐６３７‐３１２４（毎月１５日発行）
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乳乳幼幼児児等等医医療療費費助助成成制制度度がが変変わわりりままししたた
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●改正内容

【現行】 【改正後】

①支給対象年齢の拡大

通院 小学３年生修了まで
入院 小学３年生修了まで

通院 ７歳未満
入院 ７歳未満

（平成１２年４月２日生まれまで）

②所得制限

所得制限廃止児童手当特例給付準拠

（県補助金の関係上所得の確認は行い

ます）
③自己負担金※

通院３歳～小学３年生修了まで
入院６歳～小学３年生修了まで
１レセプト ６００円

通院３歳～７歳未満
入院６歳～７歳未満
１レセプト ６００円

※自己負担金

１カ月に受診した病院もしくは診療所等の診療科ごとに６００円の自己負担金が必要です。ただし、調剤薬局

での自己負担金は不要です。

今回対象となる７歳～小学３年生までの方及び現在所得制限により乳幼児医療給付金を受けられている方に

は、個別にご案内しています。現在乳幼児等医療受給者証を受けていない方も、手続きにお越しください。

問 福祉課（�６３７・３１１４）
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本
誌
９
月
号
で
「
子
育
て
応
援
特
別
手
当

（
平
成
２１
年
度
版
）」に
つ
い
て
掲
載
し
て
い

ま
し
た
が
、
執
行
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成
２１
年
度

版
）
は
経
済
危
機
対
策
の
一
環
と
し
て
（
３

歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
児
童
１
人
あ
た
り
に
３

万
６
千
円
）
第
１
子
ま
で
支
給
範
囲
を
拡
大

し
て
実
施
す
る
予
定
で
し
た
が
、
厚
生
労
働

省
か
ら
「
子
育
て
応
援
特
別
手
当
（
平
成
２１

年
度
版
）
に
関
し
て
、
そ
の
趣
旨
を
活
か
し

つ
つ
、
よ
り
充
実
し
た
新
し
い
「
子
ど
も
手

当
」
の
創
設
な
ど
、
子
育
て
支
援
策
を
強
力

に
推
進
す
る
た
め
、
執
行
を
停
止
す
る
」
と

の
通
知
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
１０
月
１
日
か
ら
受
付
を
行
っ

て
い
る
Ｄ
Ｖ
（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
行
為
）

被
害
者
の
事
前
申
請
に
つ
い
て
も
停
止
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
１２
月
中
旬
に
予

定
し
て
い
た
案
内
（
申
請
書
の
送
付
）
は
行

い
ま
せ
ん
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。問

福
祉
課

（
�
６
３
７
・
３
１
１
４
）
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高高齢齢者者ののたためめののイインンフフルルエエンンザザ予予防防接接種種

（従来の季節性インフルエンザ）
実施期限 １２月３１日まで（各医療機関の休診日にご注意ください）

対 象 者 接種当日で６５歳以上

＊藍住町に住民登録のある方

＊６０歳以上６５歳未満であっても、心臓・じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺

の日常生活活動が極度に制限される程度の障害を有する方およびヒト免疫不

全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有

する方

接種回数 １回

接種料金 １，５００円程度（直接医療機関の窓口でお支払いください。）

＊生活保護を受給している方は無料

＊手数料３，６００円程度の内、町が２，１００円負担

持参する物 健康保険証、運転免許証等、住所が確認できる物

接種医療機関

◎必ず、電話予約をしてから受診してください。予防接種は体調の良い時に受けてください。

◎本年度は、例年よりワクチンが少ないようです。ご希望の方は早めに医療機関にお申し込みください。

問 保健センター（�６９２・８６５８）

今今月月のの税税金金とと保保険険料料のの納納付付ののおお知知ららせせ
１１月は、固定資産税（第３期）と後期高齢者医療保険料（第４期）の納付月です。

納期限は、固定資産税は１１月２５日、普通徴収の後期高齢者医療保険料は１１月３０日です。

納め忘れのないように注意しましょう。

口座振替をご利用の方は、前日までに口座へご入金ください。

問 税金は税務課（�６３７・３１１７～３１１８）保険料は健康推進課（�６３７・３１１５）

電話番号

６９２・４７７１

６４１・２２８８

６９２・０３３３

６９２・５７５８

６９２・２３１７

６９２・５１５１

６９３・３０２０

６４１・３１１１

６４１・４１４１

６９２・４４１１

６９２・８１１８

医 療 機 関 名

内科クリニック・オクムラ

中川整形外科

中山産婦人科

秦産婦人科・内科

浜病院

板東整形外科

増田クリニック

水井医院

森本医院

矢野医院

山田眼科藍住

電話番号

６９２・６１１１

６９２・５７５７

６９２・１２２０

６９２・２４０３

６９２・９７７０

６３７・３２１１

６９３・１１８８

６９２・８７１１

６９２・８９００

６９３・１０２１

６９２・６８８６

６９２・７２２８

医 療 機 関 名

安芸内科

稲次整形外科病院

大久保内科

奥村医院

香川内科

こやま小児科内科

近藤外科内科

西條耳鼻咽喉科

清水内科

杉みね整形クリニック

鶴岡内科胃腸科

富本小児科内科

３ №７８７■ 広報あいずみ
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町
内
幼
稚
園
へ
の
入
園
の
受
付
を
し
ま
す
。

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
該
当
幼
稚
園

へ
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
に
必
要
な
入
園
願
書
等
は
、

各
幼
稚
園
、
各
保
育
所
、
各
児
童
館
及
び
町

教
育
委
員
会
に
備
え
て
い
ま
す
。

○
願
書
受
付
期
日

１２
月
１
日
（
火
）
〜
１２
月
１１
日
（
金
）

○
該

当

児

平
成
１７
年
４
月
２
日
〜

平
成
１８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
幼
児

○
通
園
区
域

各
小
学
校
区
と
同
じ
で
す
。

○
申
込
方
法

入
園
願
書
に
記
入
捺
印
の
う

え
、
該
当
す
る
幼
稚
園
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
入
園
願
書
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
入
園
願
書
を
提
出
さ
れ
た
方
は
、
該
当
幼

稚
園
で
面
接
を
し
ま
す
。

面
接
日
時

平
成
２２
年
１
月
１３
日
（
水
）
〜
１５
日
（
金
）

（
午
後
２
時
〜
４
時
）

問
町
教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

平平
成成
２２２２
年年
度度
幼幼
稚稚
園園
入入
園園
児児
募募
集集

次
の
日
程
で
成
人
式
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

平
成
２２
年
１
月
１０
日
（
日
）
午
前

１１
時
か
ら
（
午
前
１０
時
か
ら
受
付
開
始
）

場
所

藍
住
町
民
会
館

※
住
民
票
が
他
市
町
村
に
あ
っ
て
も
、
藍

住
町
で
の
成
人
式
に
出
席
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

成成
人人
式式
のの
ごご
案案
内内

幼幼稚稚園園
楽楽ししいいなな！！

町
で
は
、
こ
の
た
び
藍
住
町
が
参
加
す
る

「
徳
島
東
部
地
域
子
育
て
支
援
推
進
協
議

会
」
で
、
同
地
域
内
に
所
在
等
す
る
従
業
員

の
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
中
小
企
業
を
表
彰
す
る
た

め
、
対
象
と
な
る
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

◆
対
象
企
業

徳
島
東
部
地
域
に
本
店
ま
た
は
主
た
る
事

業
所
を
置
く
中
小
企
業
（
常
時
雇
用
者
１
０

０
人
以
下
。
期
間
雇
用
、
季
節
的
業
務
雇
用

を
除
く
）
で
、
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推

進
法
」に
定
め
る「
一
般
事
業
主
行
動
計
画
」

を
策
定
し
、
徳
島
労
働
局
に
届
出
を
し
て
い

る
企
業

◆
応
募
方
法

公
募
制
（
自
薦
・
他
薦
を
問
わ
な
い
）

応
募
・
推
薦
書
等
に
一
般
事
業
主
行
動
計

画
書
の
写
し
等
を
添
付

◆
募
集
期
間

１１
月
１６
日
�
か
ら
１２
月
１５
日
�
ま
で

申
・
問
福
祉
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
４

�
６
３
７
・
３
１

５
０
）

※
詳
細
に
つ
い
て

は
、
町
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。

子子
育育
てて
支支
援援

優優
良良
企企
業業
のの
表表
彰彰

放放
置置
自自
転転
車車
等等
のの
撤撤
去去
保保
管管

勝
瑞
駅
前
自
転
車
等
駐
車
場
内
の
放
置
自

転
車
等
は
、
藍
住
町
自
転
車
等
駐
車
場
の
整

備
及
び
自
転
車
等
の
放
置
の
防
止
に
関
す
る

条
例
の
規
定

に
基
づ
き
１０

月
２３
日
に
町

と
防
犯
推
進

委
員
に
よ
り

撤
去
保
管
し

ま
し
た
の
で

心
当
た
り
の

あ
る
方
は
、

次
の
と
お
り
引
き
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

返
還
方
法

１
、
町
役
場
建
設
産
業
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い

電

話

６
３
７
・
３
１
２
２

２
、
返
還
日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

３
、
返
還
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
も
の

○
自
転
車
等
の
鍵

○
印
鑑

○
住
所
氏
名
を
確
認
で
き
る
も
の

（
運
転
免
許
証
、
学
生
証
等
）

○
撤
去
保
管
費
用
２
、
０
０
０
円

問
建
設
産
業
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
２
）

電話番号

６９２・３８４１

６９２・３８４３

６９２・７８５５

６４１・２２１０

所 在 地

藍住町住吉字乾１

藍住町奥野字猪熊８９－１

藍住町富吉字地神７９

藍住町勝瑞字成長６５

幼 稚 園 名

藍住北幼稚園

藍住南幼稚園

藍住西幼稚園

藍住東幼稚園
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学学校校支支援援ボボラランンテティィアアのの募募集集 ～～学学校校支支援援地地域域本本部部事事業業～～

あなたの得意分野で学校を支援しませんか？
学校支援地域本部事業は、学校教員が子どもと向き合う時間を確保すること、地域に密着した学校運営を行うこと
などを目的に実施します。
町では、この事業の実施に伴い、皆さんの得意とする様々な分野のボランティアを募集します。
皆さんの協力のもと、多くのことを学び、知識や創造性を高め、感性の豊かな子どもを育成したいと考えています。
募集については次のとおりです。

１ 登録できる人

保護者の方、藍住町に在住の方、近隣の方で、無償で活動ができる方となります。
２ ボランティア活動の内容

（１）教育活動支援
趣味・特技を生かして、指導に当たる教員の補助、支援をしていただきます。
【活動事例】

各種スポーツ、パソコン学習、講話、体験談、学習支援（裁縫、書道、手話、楽器演奏、調理、手芸等）、その他専
門的技能に関する指導等
（２）学校の環境整備支援
学校の様々な環境整備に当たっていただきます。

【活動事例】

花壇の手入れ、校庭の草刈り・除草、樹木の剪定、施設・設備の修理、修繕、図書の整理、ホームページの作成等
３ ボランティア登録の方法

（１）ボランティア登録申請書に必要事項を記入のうえ、教育委員会もしくは町内各小中学校へ提出してください。
（２）登録申請書は町教育委員会、町内各学校に準備しています。
（３）登録期間は平成２１年１１月１日から平成２２年３月３１日までです。

なお、申し出がない場合は次年度へ自動的に更新となります。
４ ボランティア活動の実施について

コーディネーターが登録者ご本人に連絡をし、活動内容などについて連絡・調整をします。連絡については、電話
文書をもって行います。
５ その他

（１）ボランティア登録者は、ボランティア保険に加入していただきます。加入に必要な保険料は町教育委員会が全
額負担をします。

（２）ボランティア活動に対する謝金・交通費はありません。

申・問 町教育委員会・各小中学校 町教育委員会（�６３７・３１２８ �６３７・３１５３）

紙紙はは貴貴重重なな資資源源でですす
正正ししくく分分別別ししてて有有効効利利用用ににごご協協力力くくだだささいい

西クリーンステーションでは、資源ごみの分別収集を行っていますが、その中でも、紙類は燃やせるごみに
混ざりやすい資源で、完全に分別ができていないのが現状です。
紙はきちんと分別することによって、貴重な資源を有効に利用することができ、燃やせるごみを減らすこと

にもなりますので、可燃ごみの完全な分別をお願いします。
○「新聞紙・広告」、「雑誌」、はそれぞれ十字に縛って出してください。
○「ダンボール」は折りたたんで束ねて出してください。
○「紙パック」は、切り開き、洗って乾燥させてから出してください。
問 生活環境課（�６３７・３１１６）

５ №７８７■ 広報あいずみ
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田中康介さん黒田一夫さん

１０
月
に
開
催
さ
れ
た
柔
道
の
全
日
本
学
生

体
重
別
選
手
権
で
、
田
中
康
介
さ
ん
（
筑
波

大
学
３
年
・
乙
瀬
）
が
８１
キ
ロ
級
で
優
勝
し

こ
の
ほ
ど
町
の
各
種
功
労
者
に
対
す
る
表
彰

に
関
す
る
規
程
に
基
づ
き
、
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
晴
れ
の
受
賞
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

各各
種種
功功
労労
者者
表表
彰彰

農農
林林
水水
産産
統統
計計
にに
尽尽
力力

１０
月
１９
日
、
農
業
経
営
統
計
調
査
農
家
と

し
て
１０
年
間
に
わ
た
り
毎
日
の
経
営
収
支
や

農
業
経
営
に
必
要
な
経
費
、
労
働
時
間
等
に

つ
い
て
詳
細
に
記
帳
さ
れ
た
黒
田
一
夫
さ
ん

（
勝
瑞
）
が
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状

を
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
記
帳
さ
れ
た
結
果
が
農
業
経
営

の
改
善
、
生
産
性
の
向
上
は
も
と
よ
り
効
率

的
で
安
定
的
な
農
業
経
営
を
確
立
す
る
上
で
、

不
可
欠
な
資
料
と
し
て
広
く
活
用
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
多
大
な
功
績
が
評
価
さ
れ
た
も
の

で
す
。

ま
た
、
黒
田
さ
ん
は
県
指
導
農
業
士
と
し

て
も
認
定
さ
れ
て
お
り
、
農
業
青
少
年
の
育

成
指
導
を
は
じ
め
本
町
の
農
業
振
興
に
も
貢

献
さ
れ
て
い
ま
す
。

１２
月
か
ら
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
排
水
路

と
舗
装
の
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
工
事
の

期
間
中
は
、
通
行
止
等
で
施
設
の
利
用
に
不

便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

○
工
事
予
定
期
間

平
成
２１
年
１２
月
１
日
（
火
）

〜
平
成
２２
年
３
月
５
日
（
金
）

※
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
建
設
産
業
課（

�
６
３
７
・
３
１
２
２
）

福福
祉祉
セセ
ンン
タタ
ーー
周周
辺辺
設設
備備
工工
事事
のの
ごご
案案
内内

明
治
４２
年
生
ま
れ
の
寺
岡
ヲ
イ
シ
さ
ん

（
勝
瑞
）
が
、
１０
月
１５
日
に
１
０
０
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
石
川
町
長
と
県
東
部
保
健
福
祉

局
長
が
入
所
さ
れ
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
吉
野
川
荘
を
慶
祝
訪
問
し
、
祝
い
状
と

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

家
族
や
施
設
の
皆
さ
ん
か
ら
も
祝
福
の
言

葉
や
拍
手
が
送
ら
れ
、
大
変
う
れ
し
そ
う
に

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」と
は
っ
き

り
し
た
口
調
で
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。（

１０
月
末
現
在
町
内
の
１
０
０
歳
以
上
の

方
は
、
男
性
２
人

女
性
４
人
）

１１００００
歳歳
おお
めめ
でで
とと
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす

先
日
、
８
月
１１
日
の
早
朝
に
静
岡
県
で
最

大
震
度
６
弱
の
大
き
な
地
震
が
発
生
し
ま
し

た
。
幸
い
に
も
大
き
な
被
害
は
発
生
し
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
日
本
国
内
で
大
き
な
地
震
が

た
び
た
び
発
生
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
今
後
３０
年
以
内
に
５０

〜
６０
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
南
海
地
震
で
、
震
度
６
弱
の
揺
れ
が
起

こ
り
、
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
被
害
を
な
く
す
た

め
に
、
昭
和
５６
年
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造

住
宅
に
つ
い
て
、
耐
震
化
を
進
め
る
た
め
の

木
造
住
宅
耐
震
診
断
・
改
修
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

少
な
い
個
人

負
担
で
、
お
住

ま
い
の
建
物
の

耐
震
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
こ
の

事
業
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、

総
務
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）

木木
造造
住住
宅宅
のの
耐耐
震震
診診
断断
をを
受受
けけ
てて
耐耐
震震
改改
修修
をを
しし
まま
せせ
んん
かか

広報あいずみ■ №７８７ ６
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み
ん
な
で
楽
し
ん
だ

１０
月
１７
日
、
徳
島
県
読
書
振
興
大
会
（
県

読
書
振
興
協
議
会
・
読
書
振
興
大
会
藍
住
実

行
委
員
会
主
催
）
が
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で「
本
を
読
む
喜
び
を
ゆ
り
か
ご
か
ら
」

〜
本
は
心
の
常
備
薬
〜
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

午
前
に
徳
島
ペ
ン
ク
ラ
ブ
の
山
下
博
之
会

長
が「『
読
書
保
険
』
の
す
す
め
」
と
題
し
て

講
演
し
、
「
読
書
に
は
知
識
を
得
る
ほ
か
に

様
々
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
。
ま
た
、
創
造

力
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も
の

だ
。」と
読
書
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
山
下
博
之
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
に
町
内
の
読
書
関
係
者
４
人
が
パ
ネ

ラ
ー
と
な
り
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
と
の
交
流
で
は
、

財
政
難
で
新
刊
購
入
が
ま
ま
な
ら
な
い
現
状

や
読
書
行
事
の
周
知
方
法
な
ど
、
活
発
な
意

見
が
交
流
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
お
は
な
し
「
に
じ
の
会
」
に
よ
る

町
に
伝
わ
る
昔
話
の
創
作
紙
芝
居
「
ぼ
た
ん

寺
の
た
ぬ
き
」
の
上
演
や
、
藍
住
町
１
０
０

人
の
お
薦
め
本
の
紹
介
、
町
内
読
書
グ
ル
ー

プ
活
動
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
参
加
者
約
２
０

０
人
が
親
交
を
深
め
、
読
書
の
良
さ
を
再
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

県県
読読
書書
振振
興興
大大
会会
がが
開開
催催
ささ
れれ
まま
しし
たた

宝宝
くく
じじ
のの
助助
成成
をを
受受
けけ

阿阿
波波
踊踊
りり
用用
品品
をを
購購
入入

藍
住
南
小
学
校
児
童
や
地
域
の
大
人
等
で

組
織
す
る
藍
南
阿
波
踊
り
教
室
は
、
こ
の
ほ

ど
宝
く
じ
の
助
成
（
平
成
２１
年
度
一
般
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）
を
受
け
、
笛
・
太
鼓

・
鉦
な
ど
阿
波
踊
り
用
品
の
購
入
を
行
い
ま

し
た
。

児
童
た
ち
は
、
夏
休
み
や
放
課
後
に
練
習

を
続
け
、
１０
月
３
日

の
運
動
会
で
は
、
大

勢
の
皆
さ
ん
に
購
入

し
た
用
具
を
使
っ
て

阿
波
踊
り
を
披
露
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
と
は
、

財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く

じ
の
普
及
広

報
事
業
と
し

て
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
健

全
な
発
展
を

図
る
目
的
で

実
施
し
て
い

る
事
業
で
す
。

第第
３３
回回
ああ
いい
ずず
みみ
フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー

スス
ポポ
ーー
ツツ
フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル

１０
月
２５
日
、
あ
い
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ

ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
藍
住
中
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
、

町
民
体
育

館
他
で
開

催
さ
れ
ま

し
た
。

当
日
は

心
配
さ
れ

た
雨
も
降

ら
ず
、
絶

好
の
ス
ポ

ー
ツ
日
和

と
な
り
、

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
約
８
０
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
開
会
式
後
、
参
加
者

全
員
で
の
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
や
抽
選
会
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
普
段
な
か
な
か
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
や
ペ
タ

ン
ク
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
家
族
や
友
だ
ち
と
の
交
流
を
深
め
て

い
ま
し
た
。

近
年
、
子
ど
も
の
体
力
低
下
や
、
大
人
の

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
心
身
の
健
康
の
た
め
に
、

日
ご
ろ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

シャッフルボード
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§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で
は
、
家
庭
や
会

社
な
ど
で
不
要
に
な
っ
た
古
新
聞
を
回
収
し

て
、
そ
の
収
益
で
小
学
校
の
図
書
な
ど
を
購

入
し
て
い
ま
す
。

不
要
の
古
新
聞
や
雑
誌
な
ど
は
、
回
収
日

ま
で
保
管
し
て
い
た
だ
き
、
お
近
く
の
回
収

場
所
ま
で
持
ち
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
図
書
の
充
実
に
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

日

時

１２
月
６
日
（
日
）
小
雨
決
行

午
前
８
時
〜
１０
時
（
但
し
、
北

小
学
校
は
午
前
８
時
３０
分
〜
１０
時
３０
分
）

回
収
場
所

東
小
学
校
と
西
小
学
校
、
南
小

学
校
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

北
小
学
校
は
Ｊ
Ａ
板
野
郡
住
吉
支
所
駐
車
場

※
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で
受
け
取
り
ま
す
。
車

で
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

回
収
品
目

新
聞
（
チ
ラ
シ
）
・
雑
誌
・
ダ

ン
ボ
ー
ル

主

催

町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

協

力

藍
住
町
・
徳
島
新
聞
販
売
所

問
生
活
環
境
課（

�
６
３
７
・
３
１
１
６
）

第第
５５
回回
資資
源源
ごご
みみ
リリ
ササ
イイ
クク
ルル
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン

老老朽朽化化ししたた消消火火器器ににごご注注意意くくだだささいい
古くなり、腐食したり傷がある消火器は使用した際の
内部の圧力に耐えられず、破裂する可能性があり非常に
危険です。
長期間放置している、サビ・腐食・変形・キズが見ら

れる等の消火器を発見したら以下の点に注意し速やかに
廃棄処理をしてください。
★決して使用しない
★レバーは絶対握らない
★ゴミとして出したり、道路脇等にみだりに放置しない
★防災訓練等に使用しない。
★分解、放射をしない

注意 消火器はごみとして廃棄できません。廃棄や処分
については消火器取扱専門業者等へお問い合わせくださ
い。
問 板野東部消防組合消防本部予防課（�６９８・９９０２）

「「日日本本（（ににっっぽぽんん））年年金金機機構構」」がが来来年年１１月月１１日日かかららススタターートト！！
～社会保険庁が廃止され、新たに「日本年金機構」がスタートします。～

国民の皆さんの信頼に応え、一層のサービス向上の実現を目指し、社会保険庁は組織・人員を一新し、「日

本年金機構」として生まれ変わります。

○ 現在あるお近くの社会保険事務所は、新たに「年金事務所」と名称が変わりますが、年金相談などの窓口

として引き続きご利用いただけます。また、「年金事務所」は、現在ある社会保険事務所の建物をそのまま

使用しますので、所在地に変更はありません。

○ 日本年金機構の設立に伴い、これまで社会保険庁や社会保険事務所の名義でご案内していた各種の関係書

類は、内容により、今後は厚生労働省または日本年金機構の名義でご案内させていただくことになりますが、

国民の皆さん方に何らかの手続をしていただくことは一切ございませんので、ご安心ください。

○ 日本年金機構は、社会保険庁から公的年金の運営業務を引き継いで行うこととなりますが、公的年金制度

は、国の制度として、その財政や運営に国が引き続き責任を持つことについては、これまでと変わりません。

公的年金の運営業務 日本年金機構

� 廃止社会保険庁
公的年金の
財政責任・運営責任

厚生労働省

広報あいずみ■ №７８７ ８




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































太太陽陽光光発発電電シシスステテムムををおお持持ちちのの皆皆ささんんへへ 古古いい電電話話帳帳回回収収ににごご協協力力をを！！
－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電のののののののののののののののののののののののののののののののの余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰剰電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力
買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買買取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度がががががががががががががががががががががががががががががががが始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始ままままままままままままままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

ＮＴＴ西日本では森林資源保護・環境問題対策の観点
から、古い電話帳を回収し、新しい電話帳を作る電話帳
循環型リサイクルシステムに積極的に取り組んでいます。
１１月中に新しい電話帳が各家庭に配達されますので、
その際に古い電話帳を配達員にお渡しください。
なお、配達時に不在の場合は、再度回収にお伺いしま
すので、下記まで連絡してください。リサイクルにご協
力をお願いします。
問 タウンページセンタ
フリーダイヤル（０１２０・５０６・３０９）
（営業時間：平日 午前９時～午後５時、土・日・
祝日は休業）

１１月１日から「太陽光発電の買取制度」がスタ

ートしました。これは、皆さんがお持ちの太陽光

発電システムによって作られた電力のうち、使わ

れずに余った電力を、これまでの倍程度の価格で

電力会社に売ることができる制度です。

＊詳しくはお問い合わせください。

問 経済産業省 資源エネルギー庁 新エネルギ

ー対策課（�０３・３５０１・１５１１ 内線４４５５）

『『標標準準営営業業約約款款制制度度［［SSママーークク］］ををごご存存じじでですすかか』』ししししししししししししししししししししししししししししししししっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間 ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんとととととととととととととととととととととととととととととととと私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私私のののののののののののののののののののののののののののののののの時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
S マークのある「理容店」「美容店」「クリーニング店」
「めん類飲食店」「一般飲食店」の店（標準営業約款登録
店）は、国が認める一定の基準によって営業しており、
サービス内容がはっきりと表示されています。
登録店は、Safety 安全であること

Sanitation 清潔であること
Standard 安心であること
３つの Sを約束します。

１１月は、Sマーク標準営業約款普及登録促進月間です。
問 （財）県生活衛生営業指導センター（�６２３・７４００）

労労使使のの協協力力でで進進めめよようう！！ 労労働働時時間間のの適適正正化化

１１月は「労働時間適正化キャンペーン」期間です。
◎長時間労働の抑制のため、平成２２年４月１日か
ら改正労働基準法が施行されます。

労働時間相談ダイヤル（無料）０１２０・７９４・７１３
１１月２１日（土）午前９時から午後５時まで
厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

日日本本政政策策金金融融公公庫庫徳徳島島支支店店／／国国民民生生活活事事業業かかららののごご案案内内
〈年末の事業資金のお手当はお早めに！〉

１．セーフティネット貸付のうち業況が悪化している方・・・・・年１．９５％～（運転資金）

２．１に該当し、雇用の維持・拡大に取り組む方 ・・・・・年１．８５％～（運転資金）

３．第三者保証人等を不要とする融資（保証人がいない方）・・・上乗せ金利０．３５％

４．「おまとめ融資」＋「長期返済に組み替え」

（上記１～３は平成２２年３月末までの措置です。ご利用には一定要件があります。詳細はお気軽にお問い合わ

せください。金利は平成２１年１０月１５日現在。）

【セーフティネット貸付制度の主な概要】

融資額 ４，８００万円以内

返済期間 運転資金 ８年以内（うち据置期間３年以内）

設備資金 １５年以内（うち据置期間３年以内）

（設備資金は基準金利２．２５％～となります。また、第三者保証人等不要の場合は設備資金の返済

期間は１０年となります。）

問 日本政策金融公庫徳島支店国民生活事業 〒７７０－０８５６ 徳島市中洲町１－５８（�６２２・７２７１）
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人
権
は
、
わ
た
し
た
ち
が
幸
福
で
平
和
な

生
活
を
送
る
た
め
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
権
利
で
す
。

他
人
を
思
い
や
り
、
お
互
い
を
認
め
合
う

心
が
、
他
人
だ
け
で
な
く
自
分
の
権
利
を
守

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

誰
も
が
住
み
よ
い
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

作
品
展
示

期

間

１２
月
４
日
（
金
）
〜
１０
日
（
木
）

場

所

町
民
ホ
ー
ル
（
役
場
１
階
）

○
人
権
問
題
講
演
会
・
人
権
学
習
発
表
会

と

き

１２
月
８
日
（
火
）

場

所

町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）

内

容

人
権
学
習
発
表
会

北
小
学
校
児
童
・
東
中
学
校
生
徒

・
・
・
午
後
２
時
１０
分
〜
３
時

講
演
会
・
・
午
後
３
時
２０
分
〜
４
時
５０
分

講

師

水
谷

修

氏

演

題

「
あ
し
た
笑
顔
に
な
あ
れ

〜
夜
回
り
先
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜
」

○
藍
住
東
中
学
校
区

青
少
年
健
全
育
成
・
人
権
教
育
講
演
会

日

時

１２
月
８
日
（
火
）

午
前
１１
時
〜
正
午

場

所

東
中
学
校
体
育
館

講

師

水
谷

修

氏

演

題

「
夜
回
り
先
生
、
こ
こ
ろ
の
授

業
」

○
藍
住
中
学
校
区

青
少
年
健
全
育
成
・
人
権
教
育
講
演
会

日

時

１２
月
８
日
（
火
）

午
後
１
時
３０
分
〜
２
時
３０
分

場

所

町
民
体
育
館

講

師

水
谷

修

氏

演

題

「
夜
回
り
先
生
、
こ
こ
ろ
の
授

業
」

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

１１２２
月月
４４
日日
〜〜
１１００
日日
はは
人人
権権
週週
間間
でで
すす

１１
月
１２
日
か
ら
２５
日
は
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
期
間
で
す
。

Ｄ
Ｖ
や
性
犯
罪
、
売
買
春
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る
行

為
で
す
。

ま
た
、
女
性
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
暴
力
は

本
町
が
目
指
す
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形
成

す
る
上
で
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
期
間
を
機
会
に
家
庭
や
職
場
の

皆
さ
ん
で
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
一
人
ひ
と
り
の
意
識

改
革
が
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
へ
の
近
道

で
す
。

女女
性性
にに
対対
すす
るる
暴暴
力力
をを
なな
くく
すす
運運
動動

財
団
法
人

日
本
遺
族
会
は
、
厚
生
労
働

省
か
ら
委
託
・
補
助
を
受
け
て
、
先
の
大
戦

で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象

と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪
れ

慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
同
地
域
の
住

民
と
の
友
好
親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

○
追
加
事
業

実
施
地
域

・
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
中
国

費

用

賛
助
金
と
し
て
一
律
１０
万
円

＊
日
程
の
詳
細
は
、
（
財
）
日
本
遺
族
会
事

業
課
事
業
係
（
�
０
３
・
３
２
６
１
・
５
５

２
１

内
線
３
６
５
６
〜
８
）
ま
で

申
徳
島
県
遺
族
会
（
０
８
８
・
６
５
２
・

７
６
５
３
）

申
込
み
に
は
締
切
日
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

戦戦
没没
者者
遺遺
児児
にに
よよ
るる
慰慰
霊霊
友友
好好
親親
善善
事事
業業
のの
参参
加加
者者
募募
集集

第第３３回回講講座座 勝勝瑞瑞城城アアカカデデミミーー

テーマ 「中世に生きる女性像と首都京都の世界」

日 時 １１月２８日（土）午後１２時３０分から受付

午後４時３０分終了予定

場 所 町民シアター（役場４階）

内 容 講演Ⅰ「中世に生きた女性たち～北政所おねと細川ガラ

シャ～」

〔講師〕田端泰子 氏（京都橘大学学長）

講演Ⅱ「（仮題）戦国期京都の魅力～秀吉と京都～」

〔講師〕山田邦和 氏（同志社女子大学教授）

主 催 県教育委員会

共 催 町教育委員会

※第４回目講座（勝瑞城シンポジウム）は３月１３日（土）に開催

します。詳しくは、教育委員会等に置いてあるチラシ又は守護町

勝瑞遺跡のホームページ http : //www１５.ocn.ne.jp/～shouzui/ を

ご覧ください。

問 県教育委員会文化財課（�６２１・３１６４）
町教育委員会（�６３７・３１２８）

広報あいずみ■ №７８７１０









































































































































































藍住町スローガン

守れ人権許すな差別スストトッッププ！！DDVV
近年、新聞紙面や講演会のテーマでよく目にするDV（ドメスティック・バイオレンス）。配偶者か

らの暴力を表す言葉です。
DVについて、私自身は感覚的に漠然とした理解しかできていないと感じていました。そんな折、

ストップDV・サポートの会主催のウィメンズネット・神戸代表、正井礼子さんのDVに関する講演
を聞く機会を得ました。
講演の前に、次の事柄が正しいと思ったら○、間違っていると思ったら×でチェックしてください…

と、一枚の紙が配られました。１０項目ほど抜粋しましたので、みなさんもチェックしてみてください。

正井さんから、DVは法律で罰せられる犯罪であること。そして、成人女性の２０人に１人が命に危
険を感じる暴力を体験し、その恐怖に支配された被害者は、社会的なサポートの不備による生活再建
の不安や男性優位の社会構造などの性差別社会の現実も重なり、自分の力では現状から抜け出すこと
が困難になると説明がありました。また、DV家庭で育つ子どもたちの６～７割が身体的暴力を受け
そのすべての子どもに精神的な虐待が加えられています。子どもたちにとって、その心理的なダメー
ジは大きく、健全な発達を妨げているだけでなく、母子ともに PTSD（心的外傷後ストレス障害）が
見られるとのことでした。
このようなDV被害者の人たちが、暴力に脅かされることなく安心して生活できるようにするため

には、被害者の安全を確保できる場所や法的アドバイスやカウンセリング、自立支援など物心ともに
様々な支えが必要なことが分かりました。DVは決して個人の問題ではなく、社会全体で解決しなけ
ればならない問題だということが理解できました。
藍住町内でも、DV被害で世帯主と別居している人に「生活支援金」を給付することになり、議会

でもDV防止が議題として出されました。現在、DV防止の様々な啓発計画を立て、対策に取り組ん
でいるとのことでした。昨年、徳島県警に寄せられたDVに関する相談は、２２０件あまりで、過去最
多とのことです。誰にも相談できずに悩んでいる被害者の方も入れると、どのような数になるのか…。
自分の身近な人のなかにも、表に出せずに苦しんでいる人がいるかもしれないと思うと、とても複雑
な気持ちになりました。
今、私たち大人ができることは、身近な子どもたちに“暴力は絶対にダメ！”と伝えていくことで

はないでしょうか。
藍住町人権教育推進協議会運営部会 長江 規子

□家の中で起こっている暴力は、家庭内で解決すべきであり犯罪とは言えない。
□DVはめったにおきない。わずかな人たちの間でおこっていることだ。
□本当に深刻なら、妻は出て行くはずだ。
□たとえ暴力的な夫であっても、子どもには父親が必要である。
□男性には扶養している家族を支配する権利がある。
□もし、加害者が心から反省し、もうしないと約束するなら暴力はやむはずだ。
□被害者は、暴力をふるわれやすい性格をもっている。
□加害者は精神病質者だ。
□殴られても仕方のないようなことを女性がするからだ。
□DVは、夫婦のプライベートな問題なので、他人が口をはさむべきでない。

※□に、チェックしてみましょう！

いかがでしたか？
正解は、すべて×。
DVに関しては、人々
のなかに様々な間違った
思い込みがあり、自分が
間違った思い込みをして
いないかをチェックする
ためのものでした。

人 権 標 語 藍住東小学校児童作品

藍住は 笑顔いっぱい いい仲間 ６年 安西 咲乃
思いやり 人の心に 笑顔咲く ６年 吉田 聖人
人権で 心つながる あたたかさ ６年 石川 真衣
大切な 友とのきずな いつまでも ６年 川人早紀子
藍住は みんな笑顔で 明るい未来 ６年 別所えりか

１１ №７８７■ 広報あいずみ
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県
ス
ポ
ー
ツ
夢
タ
ウ
ン
づ
く
り
支
援
事
業

募募

集集

健健
康康
づづ
くく
りり
講講
習習
会会

保
健
栄
養
推
進
員
が
次
の
と
お
り
講
習
会

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
徳
命
地
区
】

日

時

１１
月
２５
日
（
水
）

午
前
１１
時
３０
分
〜
午
後
１
時

場

所

徳
命
老
人
憩
の
家

対

象

徳
命
地
区
に
お
住
ま
い
の
方

内

容

・
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

・
健
康
料
理
の
試
食

定

員

２５
人
（
申
込
順
）

担

当

徳
命
支
部
保
健
栄
養
推
進
員

申
込
期
間

１１
月
１７
日
〜
１９
日

申
・
問
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

第第
１１
回回

藍藍
住住
町町

パパ
ーー
クク
ゴゴ
ルル
フフ
大大
会会
のの
開開
催催

日

時

１１
月
２９
日
（
日
）

受
付
：
午
前
９
時
３０
分
か
ら

競
技
開
始
：
午
前
１０
時

場

所

町
河
川
敷
運
動
公
園
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場

定

員

１
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
資
格

町
在
住
者
に
限
る

競
技
方
法

個
人
戦
（
男
女
別
）

２７
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
イ

表

彰

男
子
・
女
子

優
勝
〜
３
位

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
、
参
加
賞

飛
賞

参

加

費

３
０
０
円
（
別
途
コ
ー
ス
使
用

料
７
０
０
円
が
必
要
で
す
）

申

込

み

町
河
川
敷
運
動
公
園
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
（
�
６
９
３
・
１
０
２
０
）

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

第第
１１
回回

藍藍
住住
町町

ララ
ーー
ジジ
ボボ
ーー
ルル
卓卓
球球
大大
会会

日

時

１２
月
６
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら

集
合
場
所

体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成

男
子
２
〜
３
人
、
女
子
２
〜

３
人
の
４
〜
６
人
で
編
成

参
加
資
格

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
で
編

成
す
る
チ
ー
ム

参

加

料

１
チ
ー
ム

４
、
０
０
０
円

申
込
締
切

１１
月
２５
日
（
水
）

申
・
問
教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

第第
３３８８
回回
各各
種種
団団
体体
・・
職職
場場
対対
抗抗

ババ
レレ
ーー
ボボ
ーー
ルル
大大
会会

日

時

１１
月
２９
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら

場

所

体
育
セ
ン
タ
ー

チ
ー
ム
編
成

町
内
同
一
団
体
・
職
場
（
町

内
事
務
所
に
勤
務
す
る
者
）
で
編
成
さ
れ

た
男
性
チ
ー
ム
・
女
性
チ
ー
ム
で
あ
っ
て

選
手
１５
人
（
監
督
１
人
を
含
む
）
の
編
成

と
し
、
背
番
号
を
付
け
る
こ
と

◎
学
生
は
除
く

◎
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
連
合
チ
ー
ム
可

申
込
み
期
限

１１
月
２０
日
（
金
）

問
教
育
委
員
会（

�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

大大
麻麻
山山
登登
山山
教教
室室

深
ま
る
秋
を
肌
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

食
欲
の
秋
だ
っ
た
あ
な
た
に
も
オ
ス
ス
メ
で

す
。

※
昼
食
・
コ
ッ
プ
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

日

時

１１
月
２９
日
（
日
）

午
前
１０
時
集
合

集
合
場
所

大
麻
比
古
神
社
駐
車
場

参

加

費

５
０
０
円
（
保
険
料
）

☆
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
個
人
会
員
は
無
料

※
集
合
場
所
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
方
は

９
時
３０
分
ま
で
に
体
育
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

子子
どど
もも
たた
ちち
だだ
けけ
のの
スス
キキ
ーー
体体
験験

小
学
３
年
〜
６
年
生
を
対
象
に
ス
キ
ー
体

験
を
行
い
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
い

ち
か
ら
教
え
ま
す
。

日

時

１２
月
１９
日
（
土
）

午
前
７
時
出
発

午
後
６
時
頃
帰
町
予
定

集
合
場
所

プ
ー
ル
跡
駐
車
場

行

き

先

井
川
ス
キ
ー
場
腕
山

（
�
０
８
８
３
・
７
８
・
３
０
０
３
）

対

象

者

町
内
の
小
学
３
年
生
〜
６
年
生

参

加

費

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員

４
、
５
０
０
円

会
員
外

６
、
０
０
０
円

（
い
ず
れ
も
保
険
料
込
）

定

員

４０
人

受
付
開
始

１１
月
１７
日
（
火
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら

※
ス
キ
ー
板
・
靴
・
ウ
ェ
ア
の
レ
ン
タ
ル
可

（
４
、
５
０
０
円
程
度
）

※
昼
食
代
５
０
０
円
別
途
必
要
で
す
。
（
持

ち
込
み
不
可
）

問
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報NNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNNOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOOWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWWW
町の掲示板

広報あいずみ■ №７８７１２
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板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

－－
親親
子子
でで
楽楽
しし
むむ

ＸＸ
ｍｍ
ａａ
ｓｓ－－

日

時

１２
月
１２
日
（
土
）

午
前
１０
時
〜
１１
時
３０
分

午
前
９
時
３０
分
か
ら
受
付

場

所

北
島
町
合
同
庁
舎

７
階

＊
北
出
入
口
か
ら
、
お
入
り
く
だ
さ
い
。

内

容

劇
団
お
子
様
ラ
ン
チ
＆
お
は
な
し

た
ま
ご
に
よ
る
人
形
劇
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ

ー
な
ど

参
加
費

無
料

先
着
１
０
０
組

＊
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
ろ
い
ろ

サ
ン
タ
さ
ん
も

く
る
よ
！

申
・
問
板
野
東
部
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
（
�
６
９
３
・
３
０
３
３
）

月
〜
金

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

平平
成成
２２１１
年年
度度

ＮＮ
ＨＨ
ＫＫ
学学
園園
受受
講講
者者
募募
集集
中中

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
生
涯
学
習
通
信
講
座

の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
募
集
内
容

生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味

か
ら
資
格
ま
で
全
２
０
０
コ
ー
ス
以
上
）

◆
募
集
期
間

通
年
申
込
受
付

問
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

（
�
０
４
２
・
５
７
２
・
３
１
５
１
）

案
内
書
請
求
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

（
０
１
２
０
・
０
６
・
８
８
８
１
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp

://w
w
w
.n-gaku.jp/life

相相

談談

女女
性性
のの
人人
権権
ホホ
ッッ
トト
ララ
イイ
ンン

職
場
に
お
け
る
男
女
差
別
や
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
な
ど
女
性
の
人
権
問
題
に
関
す
る

専
用
相
談
電

話
で
す
。
一

人
で
悩
ま
ず

気
軽
に
相
談

し
て
く
だ
さ

い
。相

談
は
無

料
で
秘
密
は

固
く
ま
も
ら

れ
ま
す
。

相
談
員

女
性
の
人
権
擁
護
委
員
・
徳
島
地

方
法
務
局
職
員

時

間

午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
強
化
週
間

日

時

１１
月
１５
日
（
日
）
〜
２１
日
（
土
）

平
日
は
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
７
時

土
・
日
曜
日
は
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
�
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０
）

問
住
民
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
２
）

ここ
ここ
ろろ
のの
相相
談談
窓窓
口口

一
人
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
と
じ
」

（
�
６
９
４
・
６
６
０
６
）

・
「
オ
リ
ー
ブ
の
木
」

（
�
６
８
５
・
５
５
２
４
）

・
保
健
セ
ン
タ
ー（

�
６
９
２
・
８
６
５
８
）

○
精
神
障
害
者
家
庭
会
・
作
業
所
に
つ
い
て

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
す
み
れ
・
あ

い
ず
み
作
業
所
」（

�
６
９
３
・
０
０
３
２
）

高高
齢齢
者者
のの
相相
談談
窓窓
口口

○
高
齢
者
の
介
護
や
健
康
、
生
活
に
関
す
る

こ
と

○
高
齢
者
の
虐
待
、
悪
質
な
訪
問
販
売
に
あ

っ
た
、
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た

○
近
所
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

等
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン

タ
ー
内
）

（
�
６
３
７
・
３
１
７
５
）

自衛官（学生）受付案内

＊年齢は２２年４月１日現在
問 鳴門地域事務所まで（�６８５・５３０６）

そ の 他
１ 試験会場
松茂町の自衛隊基地

２ 学校について
（１）試験費用は無料です。
（２）入学～卒業まで学費不要。
（３）学生手当て等が支給されます。

（任期制自衛官について）
１ 試験場：松茂町
２ 給 与：約１６万～
３ ボーナス：４．５ケ月／年
４ 休み： 土日祝祭日を基本、他
にお盆・正月等の有給あり

５ 勤務地：松茂、小松島他

試験期日

１次：２２年１月２３日
２次：２２年２月７日
（予定）

受付時にご案内しま
す。

受付期間

２１年１１月１日
～２２年１月８日

年間を通じて行
っております。

資 格

中卒（見込含）
１７歳未満の男子

１８～２７歳未満の
男子

募集種目

高等工科学校生

任期制自衛官

（男 子）

１３ №７８７■ 広報あいずみ
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平平
成成
２２１１
年年
度度

勝勝
瑞瑞
城城
館館
跡跡

発発
掘掘
調調
査査
現現
地地
説説
明明
会会

今
年
度
も
、
６
月
１
日
か
ら
勝
瑞
館
跡
第

１５
次
発
掘
調
査
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
ま

で
に
、
池
状
遺
構
や
建
物
前
の
広
場
整
地
層
、

数
条
の
溝
な
ど
が
検
出
さ
れ
、
当
時
使
っ
て

い
た
食
器
な
ど
が
大
量
に
出
土
し
て
い
ま
す
。

現
地
説
明
会
で
は
、
こ
う
し
た
今
年
度
の

発
掘
調
査
成
果
を
公
開
し
ま
す
。

日

時

１１
月
２２
日（
日
）午
前
１０
時
〜
正
午

場

所

勝
瑞
館
跡
発
掘
現
場

問
町
教
育
委
員
会

（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

○ホームゲームご案内

１１月２９日（日）１６：００～ VS ベガルタ仙台

○試合会場 ポカリスエットスタジアム

今年度最後のホームタウン試合です。

みんなで応援に行こう！

図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

・
毎
週
日
曜
日

午
後
２
時
か
ら

★
あ
か
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
き
か
せ
会

１１
月
２５
日
（
水
）
・
１２
月
９
日
（
水
）

午
前
１０
時
３０
分
〜
１１
時

★
井
隈
読
書
会

・
毎
月
第
１
木
曜
日

１２
月
３
日

午
前
１０
時
か
ら

＜

１２
月
の
課
題
図
書＞

「
豊
か
さ
と
は
何
か
」

暉
峻

淑
子

★
和
紙
ち
ぎ
り
絵
作
品
展

１２
月
３
日
（
木
）
〜
１２
月
１７
日
（
木
）

★
和
紙
ち
ぎ
り
絵
体
験
教
室

作
品
テ
ー
マ
「
花
束
」

日

時
・
・
・
１２
月
５
日
（
土
）

午
前
１０
時
か
ら

場

所
・
・
・
藍
住
町
立
図
書
館
２
階

（
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室
）

講

師
・
・
・
益
井

昭
子
氏

入
場
無
料

★
開
館
２０
周
年
記
念
行
事

講
演
会
「
す
て
き
な
紙
芝
居
の
世
界
」

〜
そ
の
秘
密
と
演
じ
方

日

時
・
・
・
１２
月
６
日
（
日
）

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時

場

所
・
・
・
藍
住
町
立
図
書
館
２
階

（
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
）

講

師
・
・
・
松
井

エ
イ
コ
氏

入
場
無
料

◎
休
館
日

・
毎
週
月
曜
日

・
図
書
整
理
日
（
毎
月
第
３
木
曜
日
）

・
・
・
１１
月
１９
日

・
振
替
休
日
・
・
・
１１
月
２４
日
（
火
）

問
図
書
館
（
�
６
９
２
・
０
０
７
０
）

１０
月
２４
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
た
秋
の
バ

ラ
ま
つ
り
の
前
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
で
は
、
会
員
、
職
員
ら
７７
人
が
、
バ
ラ
園

の
除
草
な
ど
清
掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

し
ま
し
た
。

き
れ
い
に
な
っ
た
バ
ラ
園
で
は
、
色
と
り

ど
り
の
バ
ラ
が
来
場
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

ババ
ララ
園園
でで
清清
掃掃
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
のの
実実
施施

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍藍
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ
ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト

●
藍
住
北
小
学
校
子
ど
も
美
術
展

個
性
を
活
か
し
た
工
芸
・
絵
画
作
品
を
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

と

き

１２
月
３
日
（
木
）
〜
２５
日
（
金
）

と
こ
ろ

藍
の
館

展
示
室

後

援

町
・
エ
ー
ア
イ
テ
レ
ビ
・
一
般
社

団
法
人
藍
住
町
観
光
物
産
協
会

●
琵
琶
演
奏
会
と
体
験
学
習

と

き

１２
月
６
日
（
日
）

講

師

小
林
和
子

先
生

他

●
ぞ
め
き
演
奏
・
藍
こ
な
し
唄
と
三
味
線

と

き

１２
月
７
日
（
月
）

講

師

竹
内
溶
子

先
生

他

●
虚
無
僧
古
典
尺
八
演
奏
琴
古
流

と

き

１２
月
１３
日
（
日
）

講

師

平
松
宗
哲

先
生

●
琴
弾
き
語
り
邦
楽
演
奏
会

と

き

１２
月
２０
日
（
日
）

講

師

別
所
都
梢
光

先
生

他

年
末
年
始
の
お
知
ら
せ

１２
月
２８
日
（
月
）
か
ら
１
月
１
日
（
金
）

ま
で
休
館

年
始
は
１
月
２
日
（
土
）
か
ら
開
館
し
ま

す
。開

館
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

体
験
午
後
４
時
ま
で

問
藍
の
館
（
�
６
９
２
・
６
３
１
７
）

広報あいずみ■ №７８７１４
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いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササササロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
あいずみ俳壇 地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェ

ックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で各地域
老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。山田 民恵 選

澄
み
渡
る

摩
周
の
湖
や

笹
の
散
る

平
野

栄
子

七
夕
や

願
い
を
込
め
て

筆
を
取
る

牧
野
ミ
キ
エ

踊
り
娘
の

腰
の
く
の
字
の

絵
画
め
く

久
次
米
民
子

七
夕
の

竹
の
平
伏
す

忠
魂
碑

中
村

芳
翠

も
い
で
来
し

胡
瓜
も
み
お
り

テ
レ
ビ
見
つ

生
越

茜

抜
き
捨
て
る

指
に
絡
ま
る

芥
子
の
種

安
芸

澄
衣

キ
ュ
ウ
リ
も
ぐ

い
び
つ
も
混
じ
る

籠
の
中

吉
田

善
子

潜
水
艦
の

全
容
し
か
と

雲
の
峯

�
�

富
子

老
犬
の

深
き
眠
り
や

土
間
涼
し

伊
藤
た
つ
お

蟹
穴
を

出
て
一
斉
に

踊
り
出
す

�
岡
ア
イ
子

加

章

潮
騒
の

如
く
町
か
ら

踊
り
笛

山
田

民
恵

住所、年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。
内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）

を行っています。
問 社会福祉協議会（�６９２・９９５１）地域包括支援センター（�６３７・３１７５）

おおくくややみみ申申しし上上げげまますす
（氏名） （年齢） （住 所）

鳥居 武久 ７１歳 乙瀬字青木
近藤 惠子 ５６歳 住吉字神蔵
米澤フジヱ ８８歳 勝瑞字幸島
四宮 一見 ５３歳 矢上字春日
大森 貞義 ７７歳 東中富字龍池傍示
近藤 優 ６４歳 東中富字大塚傍示
野口 照子 ７９歳 勝瑞字西勝地
明松ハルヱ ９１歳 乙瀬字中田
近藤ツル子 ８４歳 徳命字前須東
山田 延子 ７７歳 奥野字原
後藤 慶太 １１歳 勝瑞字成長
富永 トク ９２歳 住吉字神蔵
久次米武一 ８４歳 徳命字名田

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちはははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤赤ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん
（子の氏名） （ふりがな）（性別） （父） （母） （住 所）

吉本 琉衣 （る い） 女 光 佳 ・ 和 代 徳命字前須西

太田萌々子 （ももこ） 女 隆次郎 ・ 公美子 住吉字藤ノ木

森川 柚寿 （ゆ ず） 女 富 夫 ・ 麻 里 笠木字西野

鈴江穂乃香 （ほのか） 女 是 幸 ・ 香 吏 奥野字原

桐山侑樹奈 （ゆきな） 女 直 樹 ・ 寛 子 乙瀬字出来地

竹内 翔 （しょう） 男 大 貴 ・ 真里子 住吉字藤ノ木

冨永 愛叶 （まなと） 男 愛 輝 ・ ひろみ 矢上字安任

武市 昊真 （こうま） 男 博 章 ・ 亜 樹 矢上字安任

谷口 愛実 （あ み） 女 明 久 ・ みゆき 笠木字東野

谷� 日陽 （ひなた） 男 良 輔 ・ 歌代子 勝瑞字西勝地

白川 紗那 （すずな） 女 勝 男 ・ 美 香 奥野字矢上前

寶積 奏音 （かのん） 女 洋 二 ・ 真 衣 乙瀬字中田

野中 理央 （り お） 女 俊 宏 ・ 有 理 勝瑞字東勝地

高市 康生 （こうせい） 男 智 紀 ・ 恵 子 奥野字東中須

上北 晶穂 （あきほ） 女 英 二 ・ 正 子 徳命字元村

和田 珠希 （たまき） 女 雄 介 ・ 美登里 東中富字北傍示
航希 （こうき） 男

近藤 壮真 （そうま） 男 慎 司 ・ 友 美 住吉字神蔵

大田 悠馬 （ゆうま） 男 孝 文 ・ 真 由 住吉字逆藤

林 昊� （こうき） 男 真 司 ・ 由 美 住吉字若宮

宮脇 理緒 （り お） 女 俊 博 ・ 布 規 勝瑞字正喜地

小川 諒也 （りょうや） 男 勝 也 ・ 由佳子 奥野字乾

住友 楚空 （そ ら） 男 秀 教 ・ 陽 子 矢上字原

地地域域のの子子どどももはは、、
地地域域でで守守りり育育ててままししょょうう

子どもは、私たちの宝です
藍住町青少年健全育成会議
藍住町民生委員児童委員協議会
藍 住 町 Ｐ Ｔ Ａ 連 合 会
板野西部青少年補導センター

内 容

健康チェック
健康の話

健康チェック
健康体操

健康チェック
カラオケ

健康チェック
健康の話

健康チェック
室内ゲーム

健康チェック
カラオケ

健康チェック
室内ゲーム

健康チェック
健康体操

場 所

住吉老人憩の家

江ノ口老人ルーム

徳命老人憩の家

東中富老人憩の家

奥野老人憩の家

西部老人憩の家

富吉老人憩の家

東部老人憩の家

時 間

午前９時３０分～午前１１時

午前９時３０分～午前１１時

午後１時３０分～午後３時

午後１時３０分～午後３時

午後１時３０分～午後３時

午後１時３０分～午後３時

午後１時３０分～午後３時

午後１時３０分～午後３時

曜日

月

水

水

金

月

火

水

月

開催日

１１月１６日

１１月１８日

１１月１８日

１１月２０日

１１月３０日

１２月１日

１２月２日

１２月７日

★
１１００月月
★

★

★

★
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西条北島線

徳島環状線

●はなまるうどん

●洋服の青山

●陸運局

●

エネオス
ＧＳマルナカ成長店●

サティア●

四国三郎橋▼

たなもと
耳鼻咽喉科

Ｎ
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残残
そそ
うう
町町
のの
伝伝
承承

町
に
は
、
多
く
の
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
「
野
芝
居
」
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
る
日
、
馬
木
村
の
上
人
空
玄
坊
と
い
う
老

僧
が
、
新
居
の
密
厳
寺
の
宥
考
法
印
に
会
い
、

雑
談
に
日
が
暮
れ
た
。
十
六
夜
の
月
明
か
り
の

道
を
、
弟
子
の
長
式
と
下
部
一
人
を
つ
れ
て
、

下
り
松
の
渡
舟
を
越
し
て
、
住
吉
の
松
原
を
東

へ
通
り
か
か
る
と
、
福
成
寺
の
上
人
宥
賢
坊
と

地
蔵
寺
の
空
詳
法
印
が
、
弟
子
一
人
下
部
二
人

を
連
れ
て
通
っ
て
い
る
の
に
行
き
会
っ
た
。
彼

ら
は
、
い
ず
れ
も
高
野
山
の
法
眷
で
あ
っ
た
の

で
、
あ
れ
こ
れ
と
話
を
し
な
が
ら
歩
い
て
い
る

と
、
昼
は
芝
居
の
あ
っ
た
と
い
う
広
野
に
行
き

着
い
た
。
見
る
と
、
北
に
は
商
家
の
人
の
席
が

あ
り
、左
右
に
は
老
若
の
歴
々
が
数
多
く
並
び
、

諸
宗
の
出
家
衆
の
座
席
が
あ
る
。
東
表
西
裏
を

見
渡
す
と
、
貴
賤
上
下
老
若
が
幾
十
百
と
い
う

数
を
知
ら
ず
群
集
し
て
い
る
。
風
流
の
役
者
共

は
色
々
の
裳
束
を
し
て
出
る
、
鳴
り
物
で
拍
子

を
と
っ
て
お
る
。
こ
れ
は
狸
の
い
た
ず
ら
だ
な

と
感
付
い
て
、
懸
命
に
お
経
を
と
な
え
て
お
る

と
、
明
け
て
い
く
野
原
の
草
む
ら
が
は
っ
き
り

し
て
き
た
。
萩
や
薄
は
茂
る
が
ま
ま
に
生
い
茂

り
、
朝
露
重
げ
に
立
ち
並
ぶ
ば
か
り
。
空
玄
坊

も
ほ
っ
と
し
て
、
す
ご
す
ご
と
自
分
の
寺
に
帰

っ
て
い
っ
た
。

（『
藍
住
町
史
』
か
ら
）

教
育
委
員
会
で
は
、
地
域
の
伝
承
等
の
情
報

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
地
域
に
伝
わ
っ
て
い

る
、
後
世
に
残
し
た
い
伝
承
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
教
育
委
員
会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

藍藍
住住
町町
ビビ
ッッ
ググ

フフ
ェェ
スス
テテ
ィィ
ババ
ルル
のの
開開
催催

１０
月
３１
日
か
ら
１１
月
３
日
に
か
け
て
、
藍

住
町
ビ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
は
「
思
い
や
り
と
ふ
れ
あ
い
の
町
づ
く

り
」
を
主
題
と
し
て
開
催
さ
れ
約
４
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
の
後
、
医
療
法
人

睦
み
会
城
西
病
院
副
委
員
長
の
植
村
桂
次
先

生
か
ら
「
認
知
症
と
は
？
〜
よ
く
あ
る
症
状

と
対
応
の
仕
方
〜
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が

あ
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会
に
所
属

し
て
い
る
１３
団
体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た

ち
が
中
心

と
な
り
、

開
催
さ
れ

た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
あ
い

ず
み
で
は

「
活
か
そ

う

そ
れ

ぞ
れ
の
エ

コ
」
を
テ

ー
マ
と
し

て
、
エ
コ
バ
ッ
グ
づ
く
り
、
エ
コ
の
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
テ
ー
マ
に
添
っ
た
体
験
コ

ー
ナ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

商
工
藍
ラ
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
あ

い
に
く
の
雨
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
供
ふ
れ
あ
い
コ

ー
ナ
ー
や
展
示
・
即
売
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
郷

土
芸
能
や
町
内
小
中
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
が
行
わ
れ
、
約
１
、
５
０
０
人
の
参
加
者

は
多
彩
な
催
し
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

町
美
術
協
会
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
藍

美
展
で
は
、
日
本
画
・
洋
画
・
彫
塑
・
美
術

工
芸
・
書
道
・
写
真
・
デ
ザ
イ
ン
の
各
部
門

に
一
般
公
募
含
む
８０
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ

約
５
０
０
人
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

藍ラブフェスティバルで町婦人会・西小学校による
「藍こなし唄の踊り」

じ び いん こう か

たなもと耳鼻咽喉科
クリニック

診療科目：耳鼻咽喉科・アレルギー科・気管食道科・小児科

TEL０８８‐６８３‐３９８７（サンキューハナ）
マルナカ成長店 南２００m エネオスはいる

院長 棚本 洋文
（社）日本耳鼻咽喉科学会 認定 耳鼻咽喉科専門医
（社）日本アレルギー学会 認定 アレルギー専門医

予約専用電話 088‐683‐3381（ミミハイチバン）

増田クリニック
TEL：０８８‐６９３‐３０２０
藍住町役場東５００m

禁煙指導・特定健診承ります
●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科・

ペインクリニック内科

※このページの広告収益は防災事業に役立てられています。

土

○

金

○
○

木

○
○

水火

○
○

月

○
○

診察時間

８：４５～１２：００

１４：３０～１８：３０

土

○
５：３０
まで

金

○

○

木

○

／

水

○

○

火

○

○

月

○

○

診療時間

午前９：００～１２：３０

午後２：３０～６：３０

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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